
鰯署『濃蕊懸錨# 醗羅畿篭,

‘‘気, ，が有馬の里を囲む理想郷
を表す復興シンボルマーク

ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 0 7 3 1

ＴＥＬ（0 7 8）9 0 4 - 0 7 0 1（代）

おかげさまで一周年を迎え
させていただきました。

「
有
馬
が
復
興
へ
向
け
て
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

を
作
っ
た
ぞ
！
」
「
次
は
さ
く
ら
祭
り
を
や
る

そ
う
だ
よ
！
」
「
六
甲
山
の
百
周
年
記
念
に
英

国
の
保
菱
地
バ
ー
ス
市
の
代
表
を
招
い
て
案
内

す
る
ん
だ
っ
て
！
」
意
気
の
い
い
情
報
が
次
々

と
伝
え
ら
れ
て
く
る
。
今
、
有
馬
は
ど
う
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
早
速
、
有
馬
温
泉
観
光
協

会
の
会
長
・
梶
木
雅
夫
氏
に
お
話
を
伺
う
べ
く
、

す
で
に
こ
の
三
月
の
終
り
に
再
開
通
を
果
た
し

た
神
戸
電
鉄
に
飛
び
乗
っ
た
。

「
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
て
元
気
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
、
と
う
元
気
有
馬
″
推
進
委
員
会
』

が
中
心
と
な
っ
て
こ
の
マ
ー
ク
を
作
っ
た
ん
で

す
埋
ゲ
ン
キ
ア
リ
マ
ス
イ
シ
ン
イ
イ
ン
カ
イ
？

「
こ
の
町
で
は
ど
ん
ど
ん
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
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梶木雅夫氏

も
ち
上
が
っ
て

く
る
。
そ
れ
を

画
実
現
可
能
な
企

麺
画
に
組
み
か

鱈
え
、
行
政
に
伽

窪
き
か
け
て
い
こ

誼
う
と
い
う
機
関

魂
で
す
」
突
飛
な

鋪
ネ
ー
ミ
ン
グ
が

確
実
に
元
気
で
小

需
気
味
よ
い
。
前

ア
イ
デ
ア
で
よ
み
が
え
る

一
元
気
な
有
馬

燕

会畿ｾ ﾐ ﾅ ｰ から御家族づ雅濠
有島グランI 言ホラシレ

零 蕊wMiを
向
い
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
力
を
合
わ
せ
る

有
馬
の
人
々
の
心
意
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
〃
観
光
″
と
い
う
遊
び
の
部
分
は
、
決
し
て
後

ま
わ
し
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
神
戸
の
経
済
の
活
性
化
に
は
、
観
光
業

の
復
興
が
生
活
関
連
の
復
興
作
業
と
同
様
に
重

要
だ
か
ら
で
す
。
」
有
馬
の
町
を
ぐ
る
り
と
見

て
周
れ
る
遊
歩
道
建
設
の
計
画
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
の
秋
に
は
、
太
鼓

橋
の
下
を
流
れ
る
川
の
整
備
が
完
成
す
る
予
定

だ
そ
う
だ
。
東
京
、
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
な

ど
全
国
各
地
で
元
気
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し

て
い
る
観
光
協
会
青
年
部
の
活
躍
も
実
に
頼
も

し
い
。
夏
に
も
あ
り
ま
の
カ
ー
ニ
バ
ル
ほ
か
、

い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
計
画
中
と
の
こ
と
。

有
馬
温
泉
の
力
強
い
復
興
ぶ
り
を
こ
の
目
で

こ
の
耳
で
確
か
め
た
私
は
、
電
車
の
窓
に
移
り

ゆ
く
穏
や
か
で
の
ど
か
な
景
色
に
揺
ら
れ
帰
途

に
つ
い
た
。
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神戸ハーバーランド
ニューオータニ

総支配人
大坪賊氏

,､蝿

１
６８
１

阪
神
。
淡
路
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、
一
時
は
観

光
都
市
と
し
て
の
機
能
の
存
続
も
危
ぶ
ま
れ
た
神
戸
。
あ
れ
か
ら

約
五
カ
月
余
り
の
時
が
経
つ
。
あ
の
震
災
で
の
教
訓
を
い
か
し
、

以
前
に
も
ま
し
て
元
気
な
姿
で
全
国
か
ら
の
観
光
客
を
迎
え
る
準

術
を
整
え
て
い
る
神
戸
の
ホ
テ
ル
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

六
月
現
在
、
Ｊ
Ｒ
・
新
幹
線
は
全
線
開
通
。
阪
急
が
六
月
十
二

Ｍ
、
神
鉄
が
二
十
二
日
、
阪
神
が
二
十
六
日
に
全
線
開
通
。
道
路

規
制
も
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
神
戸
へ
の
交
通
ル
ー
ト
は
ほ
ぼ
確
立

し
、
街
の
復
興
作
業
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
う
い
っ

た
正
確
な
諸
事
情
が
全
国
に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
の
よ

う
で
す
。
『
新
幹
線
は
い
つ
通
る
ん
で
す
か
』
『
自
家
用
車
は
ま

だ
神
戸
に
入
れ
な
い
ん
で
し
ょ
う
』
と
ご
質
問
を
さ
れ
る
方
が
今

で
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
」
と
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー

割蕊

右
オ
ド
画
業
単
位
で
神
戸
を
利
用
す
る
機
会
が

増
え
て
き
て
い
る
の
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
新
神
戸
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
専
務
取
締
役
総
支
配
人
・
見
市
耐
治
氏
が

「
い
ま
、
神
戸
で
何
か
を
す
る
と
い
う
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
そ

れ
に
は
大
き
な
催
し
を
企
画
す
る
な
ど
、
官
民
両
方
が
大
き
な
輪

と
な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
ね
」
と
語
る
よ
う
に
、
行

政
、
ホ
テ
ル
、
旅
行
代
理
店
、
報
道
関
係
な
ど
が
互
い
の
協
力
の

も
と
で
神
戸
の
ピ
ー
ア
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
現
在
の
第
一
目
標
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
人
で
も
多
く
の
人
点
に
訪
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
神
戸
の
願
い

と
は
裏
腹
に
、
ま
だ
ま
だ
神
戸
へ
の
観
光
は
遠
慮
す
べ
き
だ
と
の

こ
の
夏
、
神
戸
で
楽
し
も
う
！
神
戸
ホ
テ
ル
情
報

驚鏡灘織
ショッピングにも便利な神戸ハーバーランドニューオータニ

神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズにはイタリ
アの貿易親交会から謹災時の礼品が贈られた

オ
ー
ダ
ー
の
総
支
配
人
・

大
坪
誠
氏
は
語
る
。
市
内

の
交
通
事
情
に
関
し
て
も

同
様
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ

ホ
テ
ル
の
専
務
取
締
役
総

支
配
人
。
渡
辺
忠
男
氏
は

「
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ

の
交
通
は
い
ま
だ
に
不
便

の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
実
際
は
代
替
バ
ス

の
運
行
も
改
善
さ
れ
、
各
種
の
会
議

や
展
示
会
も
多
く
開
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

し
か
し
、
日
を
追
う
ご
と
に
、
企

唖

悩鞠､出､低J輔
綴 i鞘R齢も４脚強A輪輪唾鞠噂噛神戸ベイシェラトン
ホテル＆タワーズ
代表取締役専務総支
配人西山英資氏
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【露＝再三

繍繍i 鱗; 繍織

１
６９
１

か
」
と
、
自
重
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
ト
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ
の
代
表
取
締
役
専

務
総
支
配
人
・
西
山
英
資
氏
は
語
る
。
「
と
に
か
く
お
み
え
頂
く

こ
と
が
一
番
の
願
い
で
す
か
ら
、
観
光
都
市
神
戸
と
し
て
は
、
市

全
体
の
復
興
ぶ
り
を
伝
え
て
い
く
努
力
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
」
と

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
常
務
取
締
役
・
望
月
恭
夫
氏
が
語
る
よ

う
に
、
元
気
な
姿
を
見
て
も
ら
お
う
と
、
い
ま
、
神
戸
は
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
夏
、
思
い
切
り
神

戸
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
各
ホ

テ
ル
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
企
画
・

実
施
し
て
い
る
プ
ラ
ン
は
…
。

溺
睦

ホテルオークラ神戸
常務取締役
望月恭夫氏

蕊

一醗
団

°・鶴欝 多彩な施設の充実が人気の神戸ポートビアホテル

神戸ポートピアホテル
専務取締役総支配人

渡辺忠男氏

声
も
聞
か
れ
る
。
「
今
、
他

の
事
件
の
報
道
な
ど
で
、

震
災
関
係
の
情
報
の
発
備

が
中
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
人
々

の
記
憶
が
震
災
直
後
の
ま

ま
に
と
ど
ま
り
『
今
、
神
戸

に
観
光
に
行
っ
て
も
迷
惑

を
か
け
る
だ
け
で
は
な
い２月2 1 日から１週間「ファイト」の灯

で神戸を力づけたホテルオークラ神戸

お
い
し
い
料
理
を
低
価
格
で
ゆ
っ

新神戸駅と直結、観光にも便利な新神戸
オリエンタルホテルからの眺望は抜群

,震f も鈴略琶認雑蕃

た
り
と
楽
し
め
る
と
大
好
評
な
の
が

一
分
と
、
交
通
而
も
大
変
便
利
な
の

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
の
（

新神戸オリエンタル
ホテル
専務取締役総支配人

見市耐治氏

で
気
軽
に
利
用
し
て
み
た
い
。
夏
に
は
い
ろ
い
ろ
な
新
し
い
プ
ラ

ン
を
組
み
込
ん
だ
宿
泊
パ
ッ
ク
が
登
場
す
る
。

Ｊ
Ｒ
神
戸
駅
す
ぐ
の
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
は
、
復
興
記
念
特
別
価
格
と
し
て
全
室
釦
％
割
引
き
で
宿
泊
予

約
を
承
り
中
。
ま
た
、
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ

で
、
家
族
揃
っ
て
特
別
な
週
末
を
過
ご
し
て
み
る
の
も
い
い
。

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
神
戸
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ

ワ
ー
ズ
で
も
、
お
得
な
「
サ
マ
ー
プ
ラ
ン
」
な
ど
、
特
別
料
金
で

の
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
中
。
ま
た
、
「
べ
イ
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」

や
挙
式
の
み
の
「
プ
チ
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
」
な
ど
、
婚
礼
特
別
プ

ラ
ン
も
見
逃
せ
な
い
。

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
と
神
戸
港
が
一
望
で
き
る
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

神
戸
で
は
「
神
戸
〃
フ
ァ
イ
ト
″
プ
ラ
ン
」
と
し
て
特
別
価
格
で

の
宿
泊
予
約
を
承
り
中
。
新
チ
ャ
・
ヘ
ル
も
オ
ー
プ
ン
し
、
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
シ
ー
ン
の
演
出
が
楽
し
み
で
あ
る
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
で
は
、

無
料
ご
招
待
（
二
百
組
四
百
名
）
・
ツ
イ
ン
ル
ー
ム
一
室
一
万
円

で
の
ご
招
待
（
朝
食
付
き
・
千
組
一
一
千
名
）
・
連
泊
割
引
き
な
ど
、

数
々
の
宿
泊
ご
招
待
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

イ
キ
ン
グ
。
新
神
戸
駅
か
ら
徒
歩
約
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海に囲まれた神戸メリケンパークオリエンタルホテル

約
す
れ
ば
な
ん
と
四
千
八
百
円
で
味

わ
え
る
と
い
う
嬉
し
い
情
報
。
「
美

味
し
い
お
料
理
で
、
少
し
で
も
心
の

安
ら
ぎ
を
お
届
け
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
」
と
代
表
取
締
役
の
岸
本
昭
男
氏
。

ま
楽
し
め
る
サ
イ
ド
バ
ー
付
き
の
プ
ー
ル
で
こ
の
夏
、
ト
ロ
ピ
カ

ル
ム
ー
ド
を
満
喫
し
よ
う
。

新
神
戸
駅
か
ら
歩
い
て
五
分
、
北
野
異
人
館
街
の
入
り
口
に
あ

る
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ピ
ス
タ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ポ
ル
ト
・
ヴ
ェ
ル

デ
か
ら
は
〃
海
老
づ
く
し
と
牛
フ
ィ
レ
ス
テ
ー
キ
の
フ
ル
コ
ー
ス
″

（
通
常
九
千
円
相
当
）
を
「
月
刊
神
戸
っ
子
を
見
ま
し
た
」
と
予

鐘y 瀦

蕊騨藤爵

大
自
然
の
中
で
の
結
婚
式
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス

（
大
沢
温
泉
）
な
ど
が
大
好
評
の
神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
。
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
。
「
都
会
の
喧
騒
か
ら
ひ
と
と
き
離
れ
て
、
穏
や
か
で

と
と

健
や
か
な
時
間
を
ご
提
供
し
た
い
」
と
㈱
神
戸
ワ
イ
ン
代
表
取
締

役
副
社
長
の
嘉
本
禎
夫
氏
は
語
る
。
季
節
ご
と
の
フ
ラ
ワ
ー
展
示

会
（
六
月
は
胡
蝶
蘭
展
・
七
月
は
デ
ン
フ
ァ
レ
展
）
も
見
も
の
。

結
婚
式
場
と
し
て
人
気
の
あ
る
神
戸
・
北
野
の
六
甲
荘
で
は

「
元
気
回
復
・
が
ん
ば
れ
兵
庫
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。
期

間
中
は
、
宴
会
十
名
以
上
の
利
用
で
二
人
に
つ
き
ビ
ー
ル
一
本
、

ま
た
は
銚
子
一
本
を
サ
ー
ビ
ス
。
「
今
ま
で
以
上
に
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
、
一
日
も
早
い
神
戸
。
兵
庫
の
復
興
に
全
力
で
お
手

伝
い
し
た
い
」
と
総
支
配
人
の
黒
田
賢
一
郎
氏
は
語
る
。

神
戸
市
営
地
下
鉄
西
神
中
央
駅
か
ら
徒
歩
約
一
分
の
西
神
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、
夏
に
向
け
て
の
「
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
プ

ラ
ン
」
や
、
五
千
円
の
料
理
に
ド
リ
ン
ク
飲
み
放
題
の
サ
ー
ビ
ス
が

つ
く
「
舞
癖
侭
避
プ
ラ
ン
」
、
年
齢
が
割
引
率
と
な
る
誕
生
日
ご

宿
泊
特
別
プ
ラ
ン
な
ど
数
々
の
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ラ
ン
を
実
施
中
。

神
戸
市
の
西
部
、
あ
ふ
れ
る
自
然
に
彩
ら
れ
た
小
高
い
丘
の
上

の
ホ
テ
ル
神
戸
ワ
イ
ン
で
は
、
毎
週
日
曜
日
に
開
か
れ
る
朝
市
や
、

南
汎
先
生
に
よ
る
陶
芸
教
室
の
他
、
夏
に
は
納
涼
花
火
大
会
や
真

夏
の
雪
ま
つ
り
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

‘
盈
．
・
・
識

蕊譲撫ﾝ 鯉膿語学謙姦本禎夫氏

チューチュートレインが園内を走るフルーツ・フラワーパーク

驚鍵議鍵鍵

新神戸駅から徒歩約５分。異人館の街・北野
町の入り口にあるホテルグランドピスタ

ホテルグランドピスタ
代表取締役
岸本昭男氏

湖
一
舗
醇
蕃
撒

霞
轟d剰穂弓一|鱗 翌

繊
離
錘 蕊灘蕊鍵議蕊鍵蕊蕊議議蕊謹議蕊鍵

ス
ペ
イ
ン
の
名
門
ホ
テ

ル
「
リ
ッ
ッ
・
バ
ル
セ
ロ

ナ
」
と
提
携
し
て
い
る
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ

ル
ゴ
ー
フ
ル
リ
ッ
ッ
で
は

八
月
二
十
七
日
（
日
）
ブ
ラ

イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
。

三
宮
に
こ
の
春
オ
ー
プ

ン
し
た
ク
ラ
シ
カ
ル
イ
タ

１
７０
１

‘弓

こ
の
七
月
十
五
日
、
ベ

イ
サ
ィ
ド
に
神
戸
メ
リ
ケ

ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
が
誕
生
す
る
。

「
全
室
か
ら
望
め
る
海
と

港
で
、
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
取
締
役
総
支
配
人
・
杉

本
陽
一
氏
。
水
着
姿
の
ま

間

囚Ⅵ 神戸メリケンバーク
オリエンタルホテル
取締役繕支配人
杉本陽一氏
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今

･１

蕊蕊蕊

中
は
ビ
ー
ル
飲
み
放
題
！

Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
！
お
得
な
プ
ラ
ン
を
自
由
に
組
み
合

わ
せ
て
、
神
戸
の
夏
を
存
分
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
！

リ
ァ
ン
ホ
テ
ル
・
ホ
テ
ル
ピ
エ
ナ
神
戸
で
は
、
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム

八
千
円
（
税
金
・
サ
ー
ビ
ス
料
込
み
）
な
ど
、
六
月
末
ま
で
特
別

価
格
で
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。
各
交
通
機
関
か
ら
も

便
利
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
利
用
し
て
み
る
価
値
あ
り
。

中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
た
た
ず
ま
い
が
人
気
の
ホ
テ
ル
モ
ン

ト
レ
神
戸
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
サ
ン
ミ
ケ
ー
レ
で
は
、
六
月
末
ま
で

一
人
二
千
五
百
円
で
、
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
ニ
杯
の
サ
ー
ビ
ス
付
き
で
、

好
み
の
前
菜
を
好
き
な
だ
け
味
わ
え
る
、
ア
ン
テ
ィ
パ
ス
ト
フ
エ

ア
ー
を
実
施
中
。
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
ア
マ
リ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

エ
ス
カ
ー
レ
で
は
同
じ
く
六
月
末
ま
で
、
五
千
円
の
料
理
に
シ
ャ

ン
・
ヘ
ン
の
ハ
ー
フ
ボ
ト
ル
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
シ
ヤ
ン
パ
ー
ニ
ュ

フ
ェ
ア
ー
を
実
施
中
。
フ
ェ
ア
ー
参
加
の
カ
ッ
プ
ル
に
は
〃
モ
ン

ト
レ
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
″
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。

淡
路
島
を
望
む
高
台
に
建
つ
、
新
鮮
な
魚
介
類
を
使
っ
た
会
席

料
理
が
自
慢
の
舞
子
ホ
テ
ル
で
は
、
九
月
末
ま
で
、
小
鉢
・
お
造

り
・
八
寸
・
天
鉄
羅
・
焚
合
せ
・
か
や
く
ご
飯
。
留
椀
・
果
物
が

つ
い
た
「
ミ
ニ
会
席
」
が
な
ん
と
三
千
九
百
円
の
特
別
サ
ー
ビ
ス

料
金
で
賞
味
で
き
る
。

広
大
な
日
本
庭
園
が
人
気
の
舞
子
ビ
ラ
で
は
、
九
月
三
日
ま
で
、

ガ
ー
デ
ン
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
三
千
八
百
円
で
予
約
受
付
中
。
六
月

鶴

豊
謬
．
』 ;;議熱

美しいチャペルでの挙式が人気の
六甲荘は６月１日営業を再開した

7１

÷
赤畠宗ルー弓クーーグラ誠戸Ｆ
〒6 5 U 神戸市中央区波止場町2番1 号メリケンパー ｸ 内

Ｔａ.(078)333-0111

驚一錘：

六甲荘
支配人

黒田賢一郎氏

示昌宗ルー弓クーーグラ誠戸Ｆ
〒6 5 U 神戸市中央区波止場町2 番1 号メリケンパー ｸ 内

TEL.(078)333-0111

篇
ホテルグラシドビスタ

神戸･ 北野
〒6 5 O 神戸市中央区加納町２１３－７

御予約・お問い合わせ
ＴＥＩ』（0 7 8）2 7 1 - 2 1 1 1〔代哀）

妙
新神戸オリエンクルホラツI ノ

〒6 5 O 神戸市中央区北野町１丁目
お問い合わせ

ＴＥＬ（078）29 1 - 1 1 2 1（代表）

●垂乏l参りZ塗'"毛,金
八- ﾉ ' トランドニューオーダー

神戸
神戸ハーパランドニューオータニ

〒6 5 O 神戸市中央区束川崎町１－３－５
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 6 0 - 1 1 1 1 （代表）

鯵
K O b e B a y S h e r a t o n

＆ＴＯＷＥＲＳ

両面g淀雨Ｉ６Ｉｉｌ
神戸ベイシェラトン
〒6 5 8 神戸市車剰反
ＴＥＬ（0 7 8）８５７

#柵iiiN窯測。
神戸巾瞳ﾌ ﾙ ｰ ﾂ ･ ﾌ ﾗ ﾜ ｰ ﾉ ﾄ ｸ
〒6 5 0 - 1 5 神戸市北区大沢町土大沢字西谷2 1 5 O

ご予約・お問い合わせ
Ｔ亜Ｌ（0 7 8 ）9 5 4 - 1 0 0 0 〈代表〉
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☆ＷＥＬＣＯＭＥＴＯＫＯＢＥ１神戸・夏の楽しみいろいろ情報☆

ホテル名 電話市外局番
(078） 現在実施中または実施予定のイベント・サービス等

⑥三宮

ホテルトアロード 3916691 会員の方に限り、特別宿泊プラン実施中

ホテルピエナ神戸 241-1010 シングルルーム￥8 , 0 0 0 （税・サ込）等、特別料金で宿泊サービス。６月末日迄

ホテルモントレ神戸 3 9 2 7 1 1 1 アンテ㎡パストフェアー（前菜ワゴンサーピス・６月3 0 日迄）￥2 , 5 0 0 （グラスワイン付）

ホテルモントレアマリー 334-1711 シャンパーニュフェアー（￥5 1 0 0 0のコースにシヤンペンハーフポトルサービス・６月3 0日迄〕

、 ポートアイランド－－

神戸ポートピアホテル

ホテルゴーフルリッツ

④北野

新神戸オリエンタルホテル

ホテルグランドピスタ

六甲荘

③メリケンパーク

神戸メリケンパークオリエンタル
ホテル

ホテルオークラ神戸

、神戸ハーパーランド

神戸ハーパーランドニューオータニ

302.1111

303.5555

291-1121

271.2111

241..2451

325-8111

333-0111

360.1111

宿泊無料ご招待キャンペーン実施（一泊朝食付き・2 0 0 組4 0 0 名・７月１日～９月3 0 日）要応募

８月2 7 日く日）ブライダルフェア開催

ランチバイキング￥2 . 0 0 0 ・ディナーバイキング￥5 , 0 0 0 （税・サ込）等実施中
一再

神戸っ子読者に限り特別ディナ･--を￥4,800（通常￥9‘000相当）で・７月20日迄（要予約〕

ビール大瓶２名につき１本サービス（料理１人￥5 , 0 0 0 . 1 0名以上より予約承り中。８月3 1日迄）

７月1 5 日（土）オープン

神戸‘‘ファイト'’プラン（特別宿泊）実施・７月3 1日迄。5 0 0円カレー（毎木曜・税・サ四

|複製記念特別価綴･全容室を正規宿泊料金より20鵜割引書(税･ｻ別〕｡７月３１日迄。－－
③六甲アイランド－

神戸ベイシェラトン
ホテル＆タワーズ

⑧垂水

舞子ビラ

舞子ホテル

②西神～北神

神戸市立フルーツ・フラワーパーク

西神オリエンタルホテル

ホテル神戸ワイン

857.7000 宿泊特別料金（８月3 1日迄・税・サ込）シングルルーム￥1 5 , 0 0 0（一般）￥1 3 , 0 0 0（被災者）等

706-3711 ガーデンバーベキュー実施中（９月３日迄。６月中は生ビール飲み放題）１人￥3 , 8 0 0 （税別）

782画1155 ｢ミニ会席」特別サービス料金１人￥3 , 9 0 0（税･サ別）９月3 0日迄ＡＭ１１二００～ＰＭ３：３０（２部制）

954-1000 フラヮー展示会開催中。６月「胡蝶蘭展」７月「デンファレ展」・婚礼予約受付中

9９２．８１１１ 誓蔚吏近プﾗﾝ実施中(７月31日迄)１人5‘000円(税･サ･会場費込)の料理で飲み放題
991-3911 陶芸数室・朝市（毎日照日）閉催中。夏休みには納詞E 火大会、爽夏の雷まつりを実施予定

7２
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7３

あの三のくちづけ

・唾韓お嚇唖穐岳

クリスタルデザート カリブ
･グレープフルーツ･ ゼリー
･ マスカット･ ゼリー
･ オレンジ･ ゼリー
･ ピーチ･ ゼリー （4種類の味）

北欧の銘菜

翻蕊ﾕｰＭｋ響.刀ｴ外
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府2 - 1 - 2

TEL.(078)974-9756ＦｶﾍX(078)974-9758
大駁営業所〒5 5 8 大阪市住吉区苅田町7 丁目1 2 - 1 9

TEL.(06)697色9435Ｆ;AX(06)697-4188
束京・名古蕊・大波 ･ 神戸

まず健康
中国4 0 0 0 年の歴史

ローヤルゼリー
を飲みましょう

ＬＩ－ヤルービリーには良質のたんぱく斑、必彼了ミノ酸、
各種ビタミン蚊がバランス良く含まれており、l I 1 l f l ではi l f
米より愛好されています。特に滋養強壮、又美容、虚弱体
質、神経髄、艇性病等に効果的な栄養N i 助食品です。

阪神･ 北淡震災義援
特別価格

1 カ月分ドリンク3 0 本4 , 8 0 0 円

ローヤルゼリーゴールド総発売元
ザロイヤルゴールドクラブ
Ｉ} i西興業株式会社Ｉi '西健二

事務局〒6 5 1 - 1 1 神戸市北区鈴蘭台南町6 - 1 3 - 5
TEL(078)1338FAX(078)594-8363
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1 階販売は４／2 9 より営業再開。
2 階・３階喫茶室は、装も新たに
6 ／1 ７（土）ＯＰＥＮ予定です。

株式会社

ド ンク
三宮・本店

神戸市中央灰＝宮町２－l O - 1 9
T E L O 7 8 - 3 9 1 - 5 4 8 1

９：００～２０８００無休

建機、資材や仮設ハウスなど、あ
らゆるレンタルで復興現場でのお
手伝いにガンバっています。

蕊カンキ

神戸市須磨区外浜町２－９－１９
T E L O 7 8 - 7 3 3 - 2 2 2 1 （大代）
F A X O 7 8 - 7 3 5 - 5 0 7 4

元気です／
伝言板

２１世紀に向け
神戸の復興と発展を願って. ノ

本社ビル。秋には復旧します。
日本全国、海外、の方々より暖か
い、メッセージ。感謝します。

神戸ﾚジｬｰﾜｰﾙド開発|大関化学ｴ業株式会社株式会社

神戸市中央区港島中町６－１
神戸商工会議所会館５Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３０３－３９００

お店の“顔”汚れていませんか？
新しいデザインでリフレッシュノ
看板とディスプレイのお手伝い。

蕊アイド
初代神戸マイスター

井上誠
神戸市東漣区魚崎南町３－１７－１２

T E L O 7 8 - 4 5 3 - 3 3 5 8

神戸市東灘区本山中町１－１１－６
T E L O 7 8 - 4 5 2 - 2 5 1 9

９：００～１７：３０土日祝休

施設もサービスもさらに充実して
今秋再オープン。挙式・披露宴の
ご相談は下記にて承り中です。

アクァ･ デイ･ マヤ

神戸市灘区味泥町７－１９
T E L O 7 8 - 8 0 2 - 3 1 ‘１９（媛礼受付）

１０：００～１８：００

7４
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7５

４月よりメニューを一新し元気で
営業しております。皆様のお越し
を従業員一同お待ちしております。

龍 苑

神戸市中央区東川崎町１－６－１
モザイク２面，

T E L O 7 8 - 3 6 0 - 2 9 1 1

１１：３０～２１：３０無休

元町の路地から" 気まぐれカモメ”
が飛び立ちます。港や街の情報が
一杯の店です。力闘どもとみのる

ＣＡＦＥ＆ＳＨＯＴＢＡＲ

気まぐれカモメ
神戸市中央区元町通２－３－４

大; 石ピル２Ｆ
ＴＥＬＯ７８－３３３－ｌ８９２

（ミナサンヒトハココニ）
８: ００～２１: ３０

元気です. ／
伝言板

皆様よりお見舞い、激励等賜り厚
く御礼申し上げます。おかげさま
で平常通り営業いたしております。

六 段

神戸W 沖央区元町通３－８－４
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 1 0 8

1 1 ：４５～2 1：００（ラストオーダー2 0：3 0 ）
水陥休

食べて. ﾉ 飲んで／リッチ気分に. ／
ご家族やグループのご会食やパー
ティに気兼ねのない欧風料理の店。

元町パリ食堂

ディマンシェ
神戸市中央区下山手通４－７－１３

T E L O 7 8 - 3 3 4 - 0 5 3 7
n : ３０～１４: ００

１７：００～２２：００（ラストオーグー２１：３０）
日陥休

４月2 9 日より営業再開しました。
新しい場所で、皆様のご来店を
心よりお待ちしています。

イタリアレストラン

ドンナロイヤ
神戸市中央区加納町２－５－１

兵叩布引ピル地下
T E L O 7 8 - 2 6 1 - 9 2 9 1
F A X O 7 8 - 2 6 1 －９７９０
１１：３０～１４二３０

１７：００～２１：００（ラストオーダー）
火咽休

この度再開致しました。昭和８年
創業以来の手造りの味を大切に守
り、今後も一層頑張る積りです。

グリル十字屋
神戸市中央区江戸町９６
ストロングピルエF

T E L O 7 8 - 3 3 1 - 5 4 5 5

1 1：００～１９：0０（暫定的）
日祝休
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伝言板

騒霧鍵謹燕露、

灘鱗 Ｅ３催

元気です／

１
１

7６

元気です／
伝言板

|識
冒
酷
脚
型

おかげさまで６月６日より営業を
再開しております。皆様のお越し
を心よりお待ち致しております。

叢畿でっさん

神戸I W l 1 T 央区北長狭通１－５－１２
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 6 7 7 8

１８：００～2 4：００日・月F I H 体

同じトアロードですが、なにわ銀
行ピルに移転し、営業しています。
どうぞお越しください。

神戸れんが亭
神戸市中央区北長狭通３．１１４

なにわ銀行B 1 F
T E L O 7 8 - 3 9 2 . - 2 9 4 1

平日
日祝

１１：３０～１４：００
１２：００～１６：００

火蹴併

１７：００～２１
１７：００～2 １

００
００

ご心配頂きましたがおかげさまで
従来通り営業致しております。ご
来店をお待ち申し上げております。

天婦羅藤はら

神戸市中央区元町通３－６．－１４
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 3 3 7 3

1 1 ：３０～１４：００１６：３０～２０：００

同視側

震災後のシロアリ、ネズミ、害虫
駆除、殺菌消毒、何でもご相談. ﾄ ﾞ
さい。

サンヨー環境株式会社
( 旧三洋化工株式会社）

新蛎務所／神７布兵１１躯烏上町２．‐１‐- 2 7
ＴＥＬＯ７８－６７２－０３３０
ＦＡＸＯ７８－６７2 - 1 0 1 0

受付時間８：３０～１７：００ＦI 祝休
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属
＠
国
国
ｅ
○
。
、
喝
①
弓

震
災
見
舞
い
の
溝
返
し
や
、
お
中
元
に
使
い
た
い
ｌ
こ
の
と

こ
ろ
、
こ
う
い
う
声
が
多
く
な
っ
た
。
〃
神
戸
ブ
ラ
ン
ド
を
買
っ
て

神
戸
を
支
援
し
よ
う
″
と
の
掛
け
声
で
、
目
下
、
販
売
中
の
「
神
戸

復
興
支
援
義
援
袋
」
の
こ
と
だ
。
三
千
円
、
五
千
円
、
一
万
円
の
三

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
に
見
合
っ
た
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
食
品
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
衣
料
が
入
っ
て
い
る
。

神
戸
を
中
心
に
各
種
催
事
会
場
で
の
即
売
の
他
、
現
金
書
留
に

よ
る
直
接
申
し
込
み
も
受
け
つ
け
て
い
る
（
こ
の
場
合
、
一
袋
に

つ
き
送
料
千
円
が
必
要
）
。
最
近
、
神
戸
の
人
の
購
入
が
増
え
て

い
る
の
は
、
や
は
り
、
お
中
元
シ
ー
ズ
ン
だ
か
ら
だ
ろ
う
。

＜珪授袋の申込み蝋＞〒6 5 O 神戸市中央区下山手通３－１－１８ツインズトアピル４階
月刊神戸っ子内「神戸復興支援義援袋実行委員会」樋話0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

お
中
元
に
〃
義
援
袋
を
″

鍛亜塁壁虻識琢鋸へ

１
７７
１

神
戸
・
元
町
の
風
月
堂
が
創
設
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
市
民
賞
「
ロ

ド
ー
ー
ー
賞
」
の
第
五
回
の
受
賞
者
が
オ
リ
ッ
ク
ス
の
イ
チ
ロ
ー
選

手
に
決
ま
り
、
授
賞
式
が
五
月
一
一
十
四
日
、
神
戸
グ
リ
ー
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
。

ロ
ド
ー
ー
ー
賞
は
、
神
戸
開
港
当
時
、
は
る
ば
る
英
国
か
ら
や
っ

て
き
た
帆
船
ロ
ド
ニ
ー
号
が
祝
砲
を
放
っ
た
と
き
、
当
時
の
神
戸

っ
子
た
ち
が
、
そ
の
文
明
開
化
の
砲
声
に
驚
い
た
、
と
い
う
出
来

事
に
ち
な
ん
で
制
定
さ
れ
た
。

本
来
は
、
一
月
二
十
四
日
に
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
は
ず
だ
っ
た

が
震
災
で
延
期
。
こ
の
日
、
き
も
の
姿
の
下
村
俊
子
社
長
が
贈

呈
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
３
ラ
ン
本
塁
打
で
応
え
た
。

イ
チ
ロ
ー
に
ロ
ド
ニ
ー
賞

ロドニー賞を下村社長から受けるイチロー選手
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一礎もぴう国うちｦ ｻ 宮P の研究室岡田淳

ちぷいと
雨の中て､ 毛歩いて
気分置産えてみては
いかが､’て) ､？

2Ｆ､憲一､、

』三コ

だ釣だ､！

》』

Ｚ

7８

３
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7９

基
峰

基三Ｊ

こいつだけ成功するのは
}いまんで､ きんノ

１１

午

ごらんなさいノ
努力こそ……

５

６

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



れている

一 一－～

１
８０
１

こ
れ
か
ら
始
ま
る
「
心
の
ケ
ア
」

鍵

っ
た
り
す
る
。
音
に
敏
感
に
な
り
、
夜
中
に
大
声
を
出

す
。
多
弁
に
な
る
（
４
才
）
。
食
欲
が
な
く
な
り
、
食
事

や
お
や
つ
を
拒
否
す
る
（
２
才
）
。
一
人
で
部
屋
に
閉
じ

こ
も
っ
た
り
、
ト
イ
レ
に
い
け
な
く
な
っ
た
（
３
才
）
な

ど
が
よ
く
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
の
症
状
を
話
し
な
が
ら
親
自
身
の
不
安

や
悩
み
を
訴
え
て
く
る
も
の
も
あ
る
。
電
話
相
談
を
始
め

て
二
週
間
ぐ
ら
い
の
相
談
内
容
は
、
震
災
に
関
連
し
た
相

談
は
約
六
割
弱
で
、
あ
と
は
一
般
的
な
教
育
相
談
や
性
に

関
す
る
相
談
だ
と
い
う
。
児
童
相
談
所
で
は
相
談
の
事
例

や
保
育
所
や
幼
稚
園
な
ど
の
協
力
で
実
施
す
る
調
査
を
も

と
に
子
ど
も
へ
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、
啓
発
研
修
な
ど
も
計
画
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
震
災
で
は
早
く
か
ら
被
災
者
の

「
心
の
ケ
ア
」
に
つ
い
て
の
動
き
が
目
立
ち
、
地
震
直
後

か
ら
精
神
科
医
や
心
理
療
法
士
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
避

難
所
を
回
っ
た
り
、
多
い
時
は
六
十
カ
所
近
く
で
電
話
相

談
の
窓
口
が
開
か
れ
た
り
も
し
た
。
地
震
や
台
風
な
ど
の

災
害
に
よ
る
被
災
者
の
心
の
キ
ズ
、
い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
三
カ
月
め
の
四
月
十
七
日
に

「
児
童
こ
こ
ろ
の
相
談
一
一
○
番
」
と
い
う
電
話
相
談
が

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
神
戸
市
児
童
相
談
所
で
始
め
ら

れ
た
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
○
七
八
’
三
八
二
’
○
一
四
五
）
。

こ
れ
は
国
の
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
震
災

や
そ
の
後
の
生
活
に
お
い
て
精
神
的
に
不
安
定
に
な
っ
て

い
る
子
ど
も
（
主
と
し
て
就
学
前
）
や
そ
の
親
な
ど
に
対

し
専
用
電
話
で
こ
こ
ろ
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
児

堂
相
談
所
の
機
能
を
生
か
し
て
必
要
に
応
じ
て
通
所
指
導

や
家
庭
へ
の
訪
問
指
導
、
あ
る
い
は
心
理
療
法
な
ど
を
行

な
っ
て
子
ど
も
た
ち
や
親
を
援
助
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
来
年
の
三
月
ま
で
年
中
無
休
（
年
末
年
始
を

除
く
）
で
、
毎
口
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
十
一
人

の
訓
練
を
受
け
た
和
談
員
が
電
話
を
受
け
て
い
る
。

震
災
に
関
連
し
た
神
経
症
状
で
は
、
た
と
え
ば
乱
暴
に

な
り
、
攻
撃
行
動
を
繰
り
返
し
た
り
、
夜
尿
を
お
こ
す

（
６
才
）
。
甘
え
が
ひ
ど
く
、
よ
く
ご
て
て
メ
ソ
メ
ソ
泣

く
隷
ゼ
ン
ソ
ク
が
悪
化
し
た
（
５
才
）
。
赤
ち
ゃ
ん
返
り

を
み
せ
、
母
親
の
そ
ば
を
離
れ
ず
保
育
園
に
行
け
な
く
な

っ
た
（
６
才
）
。
過
食
が
み
ら
れ
、
友
達
を
叩
い
た
り
蹴

鞠
－－一

鍵r ~ ~、蕊

電Ｌ－ノ識

胃…．蕊聖一……＝門悪霊卿一一一………

JJ霞
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

福神
芳喜
街
↓二

＜254＞

た子どもたち
手引轡も出さ

r 胃

霞
橋
本

明
く
鑑
塚
蕊
霊
〉

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
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５蕊蕊Ｉ

被災した子どもたちへの電話相談も始まった（神戸市児童相談所T E L O 7 8 - 3 8 2 0 i 4 5 ）

’
8１
１

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候
群
）
に
ｕ
本
で
も
関
心
が

払
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ま
だ
競
近
の
こ
と
で
あ

る
。
二
月
の
初
め
に
は
ア
メ
リ
カ
の
非
政
府
組
織
「
全
米

被
害
者
援
助
機
構
（
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
）
の
危
機
対
応
チ
ー
ム
が

さ
っ
そ
く
神
戸
を
訪
れ
、
被
災
者
を
援
助
す
る
た
め
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
い
た
り
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
は

一
九
七
五
年
に
設
立
さ
れ
、
約
八
百
人
の
会
員
が
地
震
、

ハ
リ
ケ
ー
ン
な
ど
の
大
災
害
の
時
に
被
災
者
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ト
レ
ス
を
背
負
っ
た
帰
還
兵
の
問
題
か
ら
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
日
本
で
は
奥
尻
烏
の
災
害
か
ら
「
心
の
ケ

ア
」
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
厚
生
省
で
も
こ
れ
ま
で
は
国
と
し
て
災
害
時
に
お

け
る
心
理
面
で
の
体
系
的
援
助
の
方
策
は
考
え
ら
れ
て
お

ら
ず
、
数
十
万
人
の
被
災
者
を
生
ん
だ
阪
神
・
淡
路
大
震

災
は
わ
が
国
で
こ
こ
ろ
の
問
題
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
被
災
者
の
相
談
に
応
じ
よ
う
と
勢
い
こ
ん
で
避
難
所

を
訪
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
た
ち
は
「
何

も
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
拒
否
さ
れ
た
り
、
余
計

な
お
世
話
、
と
い
う
眼
で
み
ら
れ
た
り
し
て
と
ま
ど
う
場

面
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
よ
う
だ
。

神
戸
市
灘
区
の
自
宅
で
被
災
し
た
あ
る
臨
床
心
理
学
の

専
門
家
は
、
自
ら
の
経
験
か
ら
「
何
を
ど
う
話
し
て
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
。
自
分
の
苦
し
み
は
他
人
に
は
理
解
で

き
な
い
、
と
い
う
感
情
が
生
ま
れ
る
。
病
気
扱
い
さ
れ
た

く
な
い
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」
と
被
災
者
の
心
理
を

説
明
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
「
①
専
門
家
ぶ
っ
て
の
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
②
無
理
や
り
話
さ
せ
た
り
、
絵
を
描
か
せ

る
よ
う
な
方
法
③
病
人
扱
い
④
自
分
の
研
究
の
た
め
の
材

料
集
め
」
な
ど
は
絶
対
に
や
め
て
ほ
し
い
、
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
い
る
。

震
災
か
ら
四
カ
月
余
り
が
経
っ
た
こ
れ
か
ら
が
本
格
的

に
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
が
発
症
す
る
時
期
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
ろ
の
傷
の
深
い
人
に
対
す
る
ケ
ア
は
こ
れ
か
ら
は
じ

ま
る
と
い
っ
て
い
い
。
大
切
な
こ
と
は
、
被
災
者
一
人
一

人
の
ス
ト
レ
ス
症
状
を
緩
和
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
住

宅
や
仕
事
の
問
題
、
学
校
の
問
題
な
ど
被
災
者
の
人
生
が

再
建
で
き
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
、
希
望

が
も
て
る
よ
う
な
援
助
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
こ
こ
ろ
の

深
い
傷
は
癒
さ
れ
な
い
こ
と
だ
。

兵
庫
県
精
神
保
健
協
会
は
拠
点
と
な
る
「
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
」
や
十
二
の
「
地
域
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設

け
、
相
談
や
訪
問
活
動
を
五
年
間
続
け
る
計
画
を
立
て
て

お
り
、
神
戸
市
で
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
、
長
期
的
に
被
災
者
を
支
え
よ
う
と
動
き
始
め
て

い
る
。
今
後
起
こ
り
う
る
災
害
の
た
め
に
も
、
被
災
し
た

人
た
ち
の
人
生
の
再
建
を
ど
う
援
助
す
れ
ば
い
い
の
か
、

今
回
の
震
災
か
ら
学
ん
だ
支
援
方
法
や
制
度
が
日
本
に
も

確
立
し
て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。
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、▽齢

ケ
ル
ン
市
立
美
術
館

八
ド
イ
ツ
Ｖ

神
戸
市
内
お
よ
び
周
辺
都
市
の
美
術
館
や
博
物
館
の
中
で
、
阪

神
。
淡
路
大
震
災
の
た
め
大
き
な
被
害
を
受
け
未
だ
閉
館
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
所
が
、
現
在
も
ま
だ
か
な
り
あ
る
。
都
市
の
真

の
復
興
に
欠
か
せ
な
い
文
化
の
活
動
拠
点
と
し
て
一
刻
も
早
い
再

開
が
待
た
れ
る
わ
け
だ
が
、
破
壊
や
焼
失
の
後
み
ご
と
復
興
し
た

美
術
館
の
先
例
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
数
多
く
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
ケ
ル
ン
市
立
美
術
館
は
、
そ
の
い
い
一
例
か
も
知

れ
な
い
。
（
因
み
に
同
市
は
人
口
約
百
万
。
）

実
は
同
館
の
フ
ル
ネ
ー
ム
は
ヴ
ァ
ル
ラ
フ
ー
リ
ヒ
ャ
ル
ッ
・
ル

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
美
術
館
と
い
う
。
そ
の
長
い
館
名
か
ら
も
察
し
ら
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
美
術
館
設
立
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
人
た
ち

の
名
前
が
連
ね
て
あ
る
。

亡目

ケルン市立美術館、１階からも. 居卜公園に面した２階からも、入れる

最
初
の
ヴ
ァ
ル
ラ
フ
氏
（
１
７
４
８
１
１
８
２
４
年
）
は
大
学

教
授
兼
聖
職
者
で
、
生
涯
を
か
け
て
集
め
た
美
術
品
を
市
へ
遺
贈

し
た
。
二
番
目
の
リ
ヒ
ャ
ル
ッ
氏
（
１
７
９
５
１
１
８
６
１
年
）

は
実
業
家
。
先
の
奇
特
家
の
没
後
三
十
年
目
に
美
術
館
を
作
る
茶

金
を
市
へ
寄
付
し
、
一
八
六
一
年
に
開
館
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
日
本
で
は
江
戸
末
期
の
文
久
元
年
に
当
た
る
）
。
そ
の
時
の
館
晶

は
ヴ
ァ
ル
ラ
フ
ー
リ
ヒ
ャ
ル
ッ
美
術
館
。
場
所
は
ケ
ル
ン
の
シ
ン

ボ
ル
と
い
わ
れ
た
大
聖
堂
の
西
南
部
。
美
術
収
蔵
品
は
年
と
と
も

に
ふ
え
て
い
っ
た
が
、
や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
が
ぼ
っ
発
し
、

一
九
四
三
年
空
襲
の
た
め
建
て
物
は
全
壊
。
た
だ
し
美
術
品
は
万

一
に
備
え
疎
開
し
て
あ
っ
て
難
を
免
れ
た
。

戦
後
、
市
は
復
興
の
一
環
と
し
て
同
じ
場
所
に
美
術
館
を
再

建
。
一
九
五
七
年
か
ら
公
開
し
た
。
一
九
七
二
年
、
美
術
愛
好
家

の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
夫
妻
（
三
番
目
の
名
は
一
人
で
は
な
い
）
か
ら

ア
メ
リ
カ
の
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
を
中
心
と
す
る
現
代
美
術
の
大
作

約
三
五
○
点
の
寄
贈
が
あ
り
、
す
で
に
収
蔵
し
て
い
た
戦
後
の
作

品
と
併
せ
て
現
代
美
術
の
展
示
場
を
館
内
の
一
部
に
独
立
さ
せ

〃
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
美
術
館
″
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
か
な
り
手
狭

で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の
美
挙
が
呼
び
水
に
な
っ
た
格
好
で
他
か

ら
も
戦
後
美
術
の
寄
贈
が
急
増
。
ど
う
し
て
も
ス
ペ
ー
ス
の
も
っ

と
広
い
新
し
い
美
術
館
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
市
は
思
い
切
っ
て
新
美
術
館
の
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
を
行

文
と
写
真伊
藤
誠
八
美
術
評
論
家
Ｖ

｜
◇
世
界
の
こ
ん
な
美
術
館
◇
５

復
興
か
ら
更
に
飛
躍
へ

Ｉ

ケルン市のシンボル・大癖静、手前は属卜公園の一部
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ゴ
ロ
二
‐

『
‐
一
宮

菱
や
．
、
一
罰
一
．

ヨ
ー
ｒ

‐
宮
口
迎

制
一
一
叩
ｂ
言
一

宇
雪
予
箔
師
韮
型
峠
叔

．
《
辱
蔦
．
三
．

》
『
鐸
諦

・
轄
孝
一
室
薩
二
竜
一
錘

．
》
謡
・
錘
雲
雲
》

字
『
』
Ｆ
星
吋

一
一
・
雷
雲
一
蝿
叩
凹

手
奉
唾
・
雷
』
’
一
．
縄
》

一
二
・
詩
吟
遷
垣
争
榊

．
腿
・
昂

国
稚
割
．
禿
・
玲
一
一
・
コ
岬

》
“
罰
『
Ｆ
二
尋
叫
座

・
毛
‐
一
・
爵
》
．
一
丸
テ

な
い
、
結
果
地
元
ケ
ル
ン
の
二
人
の
建
築
家
合
作
の
案
を
採
用
と

決
定
。
場
所
は
新
し
く
大
聖
堂
の
東
南
の
地
域
が
当
て
ら
れ
、
一

九
八
六
年
に
完
成
。
地
上
三
階
、
地
下
一
階
、
ス
テ
ン
レ
ス
・
ス

テ
ィ
ー
ル
の
外
壁
を
持
つ
モ
ダ
ン
な
現
代
建
築
で
お
目
見
得
し

た
。
す
で
に
七
○
○
年
の
歴
史
を
持
つ
、
す
ぐ
隣
り
の
ゴ
シ
ッ
ク

様
式
の
大
聖
堂
と
は
ま
さ
に
対
照
的
。

新
美
術
館
は
精
し
く
は
分
ら
な
い
の
だ
が
旧
美
術
館
よ
り
相
当

広
い
は
ず
。
そ
の
一
階
は
、
チ
ケ
ッ
ト
売
り
場
、
カ
タ
ロ
グ
、
絵

ハ
ガ
キ
の
売
店
、
美
術
書
店
、
広
い
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
な
ど
の
ほ

か
、
現
代
美
術
の
企
画
展
用
大
ホ
ー
ル
が
あ
る
。
二
階
が
中
世
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
の
作
品
展
示
場
。
宗
教
絵
画

も
多
い
が
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
や
フ
ラ
ン
ス
印
象
派
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
作
家
の
作
品
も
目
立
つ
。
三
階
は
二
十
世
紀
美
術
。
ド
イ

１
８３
１

・
一
一
・
壱
．
．
届

現代美術の大作を列べた地階展示場

シ
表
現
派
や
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
の
も
の
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン
・

ポ
ッ
プ
。
ア
ー
ト
あ
た
り
ま
で
多
彩
。
地
階
は
戦
後
美
術
の
ス
ー

パ
ー
・
リ
ア
リ
ズ
ム
作
品
や
大
作
彫
刻
な
ど
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

も
の
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
欧
米
の
他
館
同
様
、
学
生
、
児
童
の

グ
ル
ー
プ
鑑
賞
が
や
は
り
多
い
が
、
お
年
寄
り
の
一
団
が
そ
れ
ぞ

れ
小
さ
な
持
ち
回
り
用
の
椅
子
に
お
と
な
し
く
す
わ
っ
て
現
代
美

術
の
解
説
を
聞
い
て
い
る
風
景
な
ど
誠
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

総
じ
て
館
内
の
照
明
は
明
る
く
、
作
品
が
見
易
い
。
自
然
光
線

も
採
用
さ
れ
、
天
候
の
具
合
い
に
よ
っ
て
光
の
強
弱
を
調
節
す
る

工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
古
い
作
品
に
関
し
て
は
そ
れ
な

り
の
配
慮
も
。
ま
た
一
部
に
は
二
つ
の
階
を
ぶ
ち
抜
い
て
高
さ
十

メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
壁
面
を
し
つ
ら
え
、
現
代
美
術
の
大
作
に
対

応
で
き
る
よ
う
用
意
も
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
私
が
初
め
て
ケ
ル
ン
を
訪
れ
た
の
は
一
九
六
七
年
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
こ
の
時
は
バ
ス
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
目
的
地
パ
リ
へ

移
動
中
の
こ
と
で
、
大
聖
堂
が
一
番
立
派
に
見
え
る
と
い
う
ラ
イ

ン
河
の
対
岸
か
ら
し
ば
し
同
寺
院
を
観
賞
、
あ
と
は
街
な
か
を
サ

ッ
と
通
過
し
た
だ
け
と
い
う
申
し
訳
な
い
仕
儀
で
あ
っ
た
。
せ
っ

か
く
の
チ
ャ
ン
ス
に
、
今
で
は
存
在
し
な
い
旧
市
立
美
術
館
を
見

ず
に
す
ま
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
／
、

二
度
目
は
一
九
八
九
年
。
今
度
は
当
市
の
美
術
館
訪
問
こ
そ
が

側
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
開
館
三
年
目
の
新
し
い
市
立
美
術
館
を
じ

っ
く
り
と
見
学
し
た
。
欲
ぱ
っ
て
さ
ら
に
市
内
の
他
館
数
館
を

も
、
こ
ち
ら
は
多
少
駈
け
足
気
味
に
回
っ
て
み
た
の
だ
が
、
結
果
、

地
の
利
の
面
で
も
市
立
美
術
館
が
最
良
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
大

聖
堂
、
中
央
駅
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
時
代
の
遺
跡
を
そ
の
ま
ま
活
用

し
て
作
ら
れ
た
ロ
ー
マ
・
ゲ
ル
マ
ン
美
術
館
ｌ
こ
れ
ら
と
共
に
市

の
中
心
部
に
固
ま
っ
て
位
置
し
て
お
り
、
何
か
に
つ
け
便
利
。
し

か
も
そ
の
四
者
が
、
車
の
往
来
等
の
邪
魔
に
な
ら
ぬ
よ
う
駅
前
広

場
を
覆
っ
て
構
築
さ
れ
た
、
か
な
り
広
い
屋
上
公
園
で
結
ば
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
都
市
玄
関
口
の
ス
マ
ー
ト
な
構
成
。

破
損
の
後
の
復
興
、
そ
し
て
新
情
況
を
ふ
ま
え
て
の
さ
ら
な
る

新
発
足
。
日
本
で
も
、
や
っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
わ
れ

る
。
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．
’

音
楽
は
ミ
シ
ェ
ル
。
ル
グ
ラ
ン
。
脚
本
．

ラ
・
シ
ュ
ル
ガ
ッ
セ
。

パ
リ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
幕
。
ス
タ

（
新
ス
タ
イ
ル
）
盗
み
合
戦
。
あ
り
と

あ
ら
ゆ
″
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
パ
レ
イ
ド

の
内
幕
。
そ
ん
な
こ
と
今
さ
ら
自
慢
じ

ゃ
な
い
よ
。
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
が
ア
メ
リ

カ
の
こ
れ
奔
一
く
り
か
え
し
エ
ス
タ
ア
・

ラ
ル
ス
ト
ン
、
ル
イ
ズ
・
ブ
ル
ッ
ク
ス

そ
の
他
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
が
泳
ぐ
金
魚

さ
な
が
ら
に
あ
ふ
れ
出
た
よ
。

×

こ
の
映
画
、
‐
さ
に
非
ず
。
あ
ら
い
や

だ
わ
の
連
発
。
映
画
を
、
こ
よ
な
く
バ

カ
に
す
る
か
、
こ
よ
な
く
愛
す
る
か

の
、
そ
の
心
の
モ
ト
の
シ
ン
の
キ
ー
は

「
ゲ
イ
」
。

×

立
派
な
衣
服
店
。
立
派
な
中
年
紳
士

が
立
派
な
ネ
ク
タ
イ
を
求
め
る
。
オ

ャ
、
同
じ
色
の
同
じ
ネ
ク
タ
イ
二
本
。

「
女
」
「
女
」
「
女
」
女
三
○
人
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
が
目
を
う
ば

う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
。

オ
ー
ル
・
ス
タ
ア
総
出
演
映
画
趣
味
の
ロ
バ
ー
ト
。
ア
ル
ト
マ

ン
の
一
九
九
四
年
作
二
時
間
十
三
分
。
も
ち
ろ
ん
カ
ラ
ー
映
画
の

音
楽
は
ミ
シ
ェ
ル
。
ル
グ
ラ
ン
。
脚
本
は
ア
ル
ト
マ
ン
と
バ
ー
ブ

．Y蝋蕊吟。

口
パ
ー
ト
・
ア
ル
ト
マ
ン
の

感
覚
に
溺
れ
た
ま
え
！

ス
タ
イ
ル
合
戦
。

ニ
ュ
ー
ス

１
８４
１

！

キム・ベイシンガー（左）とプレタポルテ取材の編集者たち

お
も
て
に
出
る
や
こ
こ
は
ロ
シ
ヤ
の
赤
の
広
場
。

始
ま
り
か
ら
（
男
）
が
出
て
き
て
（
ネ
ク
タ
イ
）
買
っ
て
し
か

、
、
、
、

も
お
ん
な
じ
ガ
ラ
、
し
か
も
ロ
シ
ヤ
。

モ
ー
ド
ぐ
る
い
、
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
を
わ
が
も
の
に
せ
ん
と
す

る
（
女
）
（
男
）
に
は
こ
の
映
画
の
こ
の
（
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ア
ク

ト
）
で
早
く
も
卒
倒
。

さ
ら
に
映
画
本
道
に
進
む
。
女
た
ち
と
美
し
い
ペ
ッ
ト
た
ち
。

「
プ
レ
タ
ポ
ル
テ
」

そ
の
ペ
ッ
ト
、
ワ
ン
・
チ
ャ
ン
の
可

愛
い
さ
。
町
に
出
る
。
ペ
ッ
ト
し

ゃ
が
む
。
ア
ラ
、
い
や
よ
・
こ
こ

に
ペ
ッ
ト
、
じ
っ
く
り
と
ウ
ン
チ
。

×

立
派
な
紳
士
、
豪
華
マ
ン
シ
ョ

ン
か
ら
車
に
乗
る
。
そ
の
さ
い
に

足
に
何
や
ら
ベ
ッ
タ
リ
。
あ
わ
て

て
地
面
に
、
な
す
る
。
ウ
ン
コ
・

男
の
靴
の
裏
に
つ
き
ま
わ
る
。
さ

て
大
会
社
の
重
役
と
社
長
、
豪
華

な
車
で
。
こ
の
と
き
社
長
、
咽
喉

に
つ
め
て
嘘
り
出
す
。
箱
づ
め
お

手
が
る
ラ
ン
チ
そ
の
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
が
咽
喉
に
つ
ま
る
。
し
か
し
哀

れ
や
死
亡
。

×

か
か
る
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
本
題
の
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け
ん
ら
ん
フ
ァ
ッ
シ

V雰識噸 d9鯛･'蕊謹零

そ
の
記
事
を
本
国
に

－
ド
を
盗
み
と
り
、

蔦

足
早
く
こ
と
し
の
モ

送
ら
ん
と
し
て
大
騒
ぎ
。
と
こ
ろ
で
今
さ
ら
…
こ
ん
な
こ
と
を
珍

ら
し
が
る
ア
ホ
ウ
は
い
な
い
。
こ
の
監
督
の
狙
い
は
（
お
嬢
さ
ん

趣
味
）
ひ
と
く
ち
変
え
る
と
（
ゲ
イ
趣
味
）
。
〃
あ
ら
イ
ヤ
よ
″
の

連
発
の
お
楽
し
み
。

×

例
に
よ
っ
て
二
○
人
か
ら
の
ス
タ
ア
を
登
場
さ
せ
る
。
ア
ヌ
ー

ク
・
エ
ー
メ
、
ミ
ッ
シ
エ
ル
・
プ
ラ
ン
、
ソ
フ
イ
ア
・
ロ
ー
レ

ン
、
マ
ル
チ
エ
ロ
・
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
、
ジ
ャ
ン
・
ロ
シ
ュ
フ
オ

ン
プ
リ
プ
リ
で
男
と
寝
た
た
め
し
な
し
の
ご
と
き
あ
の
「
キ
ン

ガ
ー
ト
ン
・
コ
ッ
プ
」
の
女
先
生
の
リ
ン
ダ
・
ハ
ン
ト
、
そ
れ

鼻
が
天
井
向
い
て
ヨ
ッ
ト
の
帆
の
ご
と
し
の
「
ア
タ
メ
」
の
ロ

－
ル
、
ジ
ヤ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
カ
ツ
セ
ル
、
キ
ム
・
ベ
イ
シ
ン
ガ

－
、
ジ
ュ
リ
ア
・
ロ
バ
ー
ツ
、
テ
イ
ム
・
ロ
ピ
ン
ス
、
サ
リ
ー
・

ケ
ラ
ー
マ
ン
、
ロ
ー
レ
ン
・
バ
コ
ー
ル
、
か
く
や
た
ら
と
な
ら
べ

る
ヒ
マ
は
な
い
け
れ
ど
こ
れ
ら
の
ス
タ
ア
に
加
え
小
型
で
ツ
ン
ッ

シ
・
ゴ
プ
・
パ
ル
マ
…
．

ン
趣
味
を
ぶ
ち
ま
け
た
黒
人
俳
優
フ
ォ
レ
ス
ト

．
．
さ
ら
に
こ
れ
を
使
う
と
こ
ろ
に
ア
ル
ト
マ

マルチェロ・マストロヤンニとソフィア・ローレン

止
ま
る
・
一
回
転
、

ご
を
ひ
く
。
あ
ご

あ
げ
る
。
目
の
視

舞
台
の
廊
下
を
歩
く

大
騒
ぎ
あ
り
。
世

ズ
ラ
ーこ

の
舞
台
裏
が

。
ウ
イ
テ
カ
ー
。

１
８５
１

そ
ら
あ
の
「
ク
ラ
イ

ン
グ
・
ゲ
ー
ム
」
で

オ
シ
ッ
コ
さ
し
て
も

ら
っ
た
あ
と
逃
亡
急

死
の
あ
の
黒
人
、
全

身
、
男
の
性
器
み
た

い
な
こ
の
男
を
何
ん

と
も
ま
あ
こ
の
（
女
）

の
映
画
に
し
か
も
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
デ
ザ

イ
ナ
ー
に
扮
さ
せ
た

こ
の
監
督
。
そ
れ
ば

っ
か
り
か
、
ア
シ
と

瞬
間
こ
の
黒
人
、
リ

チ
ャ
ー
ド
・
グ
ラ
ン

ト
な
る
同
輩
と
抱
き

合
っ
て
力
い
っ
ぱ
い

の
接
吻
。
も
ち
ろ
ん

は
変
わ
ら
ぬ
ピ
ッ
タ

－
ク
最
－
局
の
モ
デ
ル

（
女
）
に
移
り
舞
台
は

の
流
行
雑
誌
が
ひ
と

シ
◎

ヨ
ン
・
シ
ョ
ー
の

り
◎
パ
、
ジ
、
一
一
ユ
ー

の
接
吻
ｃ
も
ち
ろ
ん
男
と
男
ｃ

×

感
覚
：
…
・
感
覚
こ
れ
で
見
る
映
画
。
映
画
論
文
は
ど
な
た
も
巧

い
が
日
本
は
感
覚
ゼ
ロ
。
だ
か
ら
、
こ
の
映
画
、
ぜ
つ
た
い
当
る

ま
い
。
全
身
こ
れ
感
覚
の
お
化
け
。
ゲ
イ
が
と
び
上
っ
て
ス
テ

キ
ノ
．
と
叫
び
声
あ
げ
る
映
画
。
な
み
い
る
ス
タ
ア
入
り
ま
じ
り
取

り
ま
じ
り
そ
の
な
か
で
マ
ス
ト
ロ
ヤ
ン
ニ
と
ソ
フ
イ
ア
に
は
マ
ナ

ー
を
も
っ
て
こ
の
二
人
の
「
ひ
ま
わ
り
」
一
瞬
し
の
ぶ
哀
感
の
演

技
を
お
見
せ
す
る
。

気
む
づ
か
し
き
論
文
映
画
大
嫌
い
の
人
、
そ
れ
よ
り
皮
肉
が
大

好
き
の
人
。
こ
の
人
た
ち
は
こ
の
ア
ル
ト
マ
ン
芸
術
に
と
び
つ
か

れ
よ
う
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
流
行
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
ト
ッ
プ
モ
デ

ル
が
見
せ
な
が
ら
、
や
っ
ぱ
り
（
女
）
と
い
う
も
の
は
持
っ
て
生

れ
た
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
が
一
番
い
い
じ
ゃ
な
い
の
…
…
そ
の
皮
肉
。

ハ
ー
イ
こ
の
映
画
、
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
…
…
ラ
ス
ト
に
い
た
っ
て
ま

っ
た
く
ほ
ん
ま
に
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
の
す
べ
て
が
ス
ッ
ポ
ン
ポ
ン
、

、
、
、
、
、
、

も
ち
ろ
ん
ヘ
ア
ま
る
だ
し
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
映
画
か
く
て
ス
ッ
ポ

ン
ポ
ン
で
終
り
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
ぞ
。

ジュリア ･ ロバーツとティム ･ ロピンス

シ
と
登
場
。

線をあシにダ 界 ﾖ パ
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